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 船舶事故調査報告書 

 

                              令和２年６月２４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 浸水 

発生日時 令和元年１２月７日 １１時１０分ごろ 

発生場所 愛知県常滑
とこなめ

市常滑港南方沖 

 常滑港南防波堤灯台から真方位１７９°１.０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°５１.７′ 東経１３６°５０.２′） 

事故の概要  プレジャーボートSEA
シ ー

 WAY
ウェイ

は、常滑港南方沖を南進中、排気管に焼

損による破口を生じて海水が機関室に流入し、浸水した。 

 SEA WAY は、主機等に濡損を生じた。 

事故調査の経過  令和元年１２月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート SEA WAY、５トン未満（長さ５.０７ｍ） 

 ２４２－８６１９愛知、個人所有 

 ５.０７ｍ（Lr）×１.６４ｍ×０.６９ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２５.７０kＷ、昭和５７年３月 

４サイクル、回転数毎分３,４００、４気筒、ボア８４mm、使用燃

料軽油 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７１歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許 登録 日 平成１３年８月２７日 

  免許証交付日 平成２８年７月１９日 

        （令和３年８月２６日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機等に濡損 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北北西、風力 ３ 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、釣りの目的で、令和元年１２月７

日１１時００分ごろ、愛知県美浜町野間西方沖の釣り場に向けて、常

滑港の定係地を出航した。 

 本船は、１１時１０分ごろ、船首を南方に向け、主機の回転数毎分

３,４００で航行していたところ、船長が機関室及び船尾の排気管出

口から白煙が出ているのを認めた。 
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船長は、主機を中立運転とし、機関室の天蓋を開けて調査したとこ

ろ、ゴム製の排気管が焼損して同管に破口が生じ、船尾の排気管出口

から海水が逆流して機関室に流入しているのを認め、バケツを使用し

て排水作業を開始した。 

船長は、排水作業を続けたが、機関室内に滞留した海水が徐々に増

加し、船尾側から沈み始めた。 

本船は、船長が、沈没の危険を感じたので、主機を停止し、１１時

３０分ごろ携帯電話で友人に本事故の発生を知らせるとともに救助を

要請し、また付近を航行していた船舶が海上保安庁に本事故の発生を

通報した。 

本船は、船尾側から徐々に沈下し、１１時４０分ごろ、船首部約１

ｍを海面上に出して浮いた状態となり、海に浸かった船長が船首部舷

縁に掴
つか

まっていた。 

船長は、来援した友人の船に救助され、常滑港に戻って友人宅で着

替えを行った後、１４時００分ごろ、本船をえい
．．

航する目的で同船に

乗船して再び常滑港を出港し、本事故が発生した場所付近に向かっ

た。 

本船は、来援した巡視艇の指示により、友人の船によって常滑港に

えい
．．

航され、同港西側岸壁に係留された後、沈没した。 

本船は、８日、船長が手配した業者により、常滑港西側岸壁に陸揚

げされた。 

（付図１ 事故発生場所概略図、付図２ 主機冷却海水系統図、写真

１ 浸水時の本船、写真２ 陸揚げ後の本船、写真３ 船尾部排気

管出口、写真４ 焼損した排気管、写真５ 主機冷却海水管 参

照） 

 その他の事項 

 

本船は、船長が令和元年９月に購入した後、自ら整備を実施し、本

航海が購入後最初の航海であった。 

本船は、海面から排気管出口までの高さが約５cm であり、航行を開

始すると船首側が上がり、同出口が海面とほぼ同じ高さとなって、海

水が同出口から排気管内に流入することがあった。 

本船の主機は、間接冷却方式であり、主機冷却清水を海水で冷却

し、その海水を主機の排気管を通じて船外に放出するものであった。 

船長は、出航する前に主機を始動して暖機運転を行った際、船尾の

排気管出口から海水が排出しているのを確認していた。 

船長は、航行中に船底部中央に設置された主機冷却海水取入口から

ゴミ等を吸い込んで、主機冷却海水管が詰まり、主機冷却海水が主機

に供給されず、ゴム製の排気管が焼損して同管に破口が生じた可能性

があると本事故後に思った。     

本船は、主機冷却水温度上昇警報が鳴らなかった。 

船長は、本事故当時、救命胴衣を着用していた。 
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分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

なし 

あり 

なし 

 本船は、常滑港南方沖において南進中、主機冷却海水取入口からゴ

ミ等を吸い込んで冷却海水管が詰まり、冷却海水が供給されなかった

ことから、排気管が焼損して破口が生じ、排気管出口から海水が流入

して機関室に浸水したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、常滑港南方沖において南進中、主機冷却海水取

入口からゴミ等を吸い込んで冷却海水管が詰まり、冷却海水が供給さ

れなかったため、排気管が焼損して破口が生じ、排気管出口から海水

が流入して機関室に浸水したものと考えられる。 

再発防止索 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、主機を始動した際、適正な量の冷却海水が排気管出口か

ら排出されていることを確認すること。 

・船長は、ゴミ等を吸い込まないようにゴミの浮遊する海域を避け

て航行することが望ましい。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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付図２ 主機冷却海水系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 浸水時の本船 
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写真２ 陸揚げ後の本船 

 
 

 

写真３ 船尾部排気管出口 
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写真４ 焼損した排気管 

 

 

写真５ 主機冷却海水管 
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